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ドイツの畜 発 展と農業経営

世紀交詩期における農業政策の経演的基礎一一

斎藤幸雄
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はじめに

19世紀末の「大不況」患に幾格は全般的に大観な下落に見舞われたが，こ

のうち農産物価格については， ドイツやイギ pスでは特に穀物鏑格のf民事撃が

し(，議産物価格は比較的議少な低藩かあるいは若干の欝貴であった。こ

れとともに授業における穀作の比濯が低下して資産の比重が高まった。さら

に， ドイツでは19世紀末から20世紀初頭にかけてJすなわち「大不祝J期及

びその後の上昇期にかけて経営規模 5~20ヘクタールのいわゆる中幾経営が

絶対的にも相対的にも増加した。このような事態は当然にも実接的・理論釣

に新たな局際会展開するにヨさったっ実践部には，関誘致策や農民政策をめぐ



. 12s (662) 経済学研究第22草委第4号

るドイツ社会民主党の党内際争及びユンカーの影響下にある幾業者向盟と

会員主党の対拭関係である。この実践的n号態に関遺して，理論的には〆ヴィ

ッドやゼーリン よって小農優越論が復活され， カウツキーやレー

γによってその批判が矯力的に行なわれた。小農優定患識者はその論拠を，

主として農民の勤勉と節約〔すなわちいわゆる「過少消費と過重労働及び

農業では機械先による大経営の科点が少なく控に家斎の世話では農民経営

の方が大経営よりも優っているということに求めていた。この論拠からすれ

ば，「農業大不況j期以後の畜霊祭の発展と農民経営の増加は一見相互に促進し

あったもののように見える。それに対してカウツキーとレ…ニン拭，

営は数的には増加していても経営内容は惑化していて費約には南極分解が進

行していること，主主びに零鍛農民のブ p レタヲプイ己が進行していること

げて小差義援越諭を批判したのであるが，本語では荷額をど高産発展の動・向に絞

って，その他の開題は必要な限りで触れるにとどめる。まず第 1意で19世紀

ら20世組初頭にかけての高皇室発展の基燥を説いた後に，第 2

業大不況J期以来の穀作から畜産への転換が各地域の各農業経営階層でいか

なる程度に進められたかを主に家務頭数の増減によって分析し，東部のユン

カー経営は強部や南部の中小差是よりも家斎の増加が著しし、ことを明らかにす

る。続いて第 3.畿で農業経鴬の実例に即して農業経営のj投入と支出における

し，幸子経営階j畿がそれぞれ穀作・畜産にいかなる傾

向があるかを明らかにずる。終宝ぎにおいて寝室主発展、の原閣と結果を総括し，

1890年代より活発に展開された農業政策〈特に農民政策〉をめぐる

盟と社会民主党正統派及び修正派の対立的運動の経済的基織を明らかにしよ

うとナるものである。

1) 小農優越論とともに， るが， '本務で、はこのJ誌に触れ

る余裕はない。遇税となっていた f長期農業恐慌謀議Jの総括と批判については，

常数政治家町「農業恐慌の草野党j1960'恥の特に第 1編第2設さと参照されたい。な

札ヌド主義ではいわゆる f長期農業恐能Jの待期私苦言下妊次氏に倣って「幾業大

不況j と居予.to (宮下被次議「資本主義と差是業恐慌J11972生存， 197ベー:;参燃〉

2) 中小漢の r;最少消殺と過室長労働jはやノj、幾の根強い平子続カをある程度説明するも
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ので、はあっても，その経営数の増加を積極的に説明するものではない。中小農の

「過少消費と過重労働」は中小農増加の時期に初めて現われたものではなく，以

前から続いているものだからである。「農業大不況」期以降の「中農肥大化」の主な

原因は，農村における過剰人口の滞j留にあると思われるが，筆者にはまだこの点

を積極的に解明する力はない。(大内力編『農業経済論J1967年，所収の渡辺寛氏

の論文，及び宮下，前掲書の特に第3編第3章第2節を参照されたい。〉

第 1章畜産発展の基盤

第 1節農業の発展

工業の発展(特に1880年代以降〉に伴う都市人口の増加と賃金水準の上昇

によって消費物資の市場は拡大し，特に畜産物は農村住民より都市住民の方

が 1人当りではるかに多量を消費するので， r通常は大都市の膨張が実に急

激に進行する結果，肉類消費は都市において従ってまた農村においても絶対

的に増大する。」このため，農産物市場=は順調に拡大して1870年代中頃まで

は穀物価格・畜産物価格とともに騰貴しつづけた(第 l表〉。しかし1870年代

第1表農産物価格 (1日プロイセン領)(1)

ド麦 l ラ叶大麦 I~ 長 r~l~引パター|牛肉|豚肉
1816-20 206 151 131 129 162 38 146 66 78 

21-30 121 86 76 79 97 25 101 45 55 

31-40 138 100 87 91 107 26 110 51 61 

41-50 167 123 111 100 130 34 120 56 73 

51-60 211 165 150 144 176 47 146 70 91 

61-70 204 154 146 140 168 45 178 86 105 

71-75 235 179 170 163 224 60 231 115 126 

76-80 211 166 162 152 231 60 224 115 124 

81-85 189 160 154 145 237 52 223 118 125 

86-90 175 143 138 135 209 46 211 117 122 

81-95 184(2) 142 143 221 53 216 126 130 

96-00 135 138 135 216 49 218 125 129 

出典 Jahrbiicher fiirNationalokonomie und Statistik， Bd. 63， S. 731 und Bd. 78， 
S. 161. 

備考 (1) 本稿で云う旧プロイセン領とは1866年以前の領土を示す。
(2) 1891-1893年の平均価格。



130 (664) 経済学研究第22巻第4~'

後半から1890年前半の約20年にわたる「大不況」嬬に， ドイツの卸究{顔格

総指数は1871…1873年の111から1895年の72(最低点〉に乏で下落した;

もまたその例外ではありえず¥植物性食品 eさときた家畜・務産物な合かせた

幾産物卸売錨格指数は間離陣に91から70にまで下落した。そのなかで穀物類

は降期笥に 3欝前後の髄格低下となったが，バターや肉類は 1割以内の低下

ないし若干の騰貴となっていた。

このような事情のもとで， 19世紀ざと通して畜重量は急速な発燥な遂げるので

あるが， 19tt!::Wこの初期から中葉にかけては主に経営議式の改良によってなし

られた。地域躍にみれば，商品ノレベの気候災好なi草地地方では純正園式

農法から輪作経営に，気鉄不)1民な高地地方では続三関式ない

ら改良三三閉式ない れた。 ベの大都市近郊及

び総j沃地では，中小議場において輪{乍駿蛍，大農場においてほとんど例外な

く輪作式と穀卒式の総合せ方式，幾民経慾におし、て改良三留まえ農法が普及し

たσ この農業経滋改善によって，体街地は19役紀中葉には耕地面積の約15パ

セントとなり， 1878年には 8.8パーセントと減少した。 1880年代以後も土

地の集約的利用が間進されて，休窮地と畑童文枚地 (Ackerweide)が減少して

作付地が増加し，放牧地が減少して採草地が若干増加したく第2表んこの議

第 2表 1883-1913年の差築地面絞 〈単位 1.000ha)

耕 地神

そ {休 問地(b)

の{娘放牧地(c)

内 l作 付 地

採 草京 地

主支 牧地

b/a x1DO 

b-トcjax100

7‘2%i 

12.7%1 

1 8 9 3 

25.7711 
1.550i 

しれ1

23.010 

5.9161 

2，8731 

6 

!出典弘治ring.Di君 DeutscheLandwirtschaft. 

Sonderheft， ]932， TabeUenanhang. S8.ヰー5.及び竹市鼎 iVイツ
作との競合関係J ~農業総合研究 c 6考会4号， 158ページ。

708 

24.142 

5，992 

2.593 

2.6% 
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程をフィンケンシュタインは， 1861年までは純三園式農法から緑色飼料栽培

への転換の時期で、あり， 1861-1891年は根菜類栽培増加の時期で、あり， 1891 

年以後は集約度のより一層の発展(集約的根菜栽培と穀物生産の再度の急増〉

の時期と特徴づけている。さらに，穀類は1861年まで，根菜類は1882年まで
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第 I図 旧プロイセン領の作付面積 1840-1915年
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第 E図 旧グロイセ γ領の収獲量 1840-1915年
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は{作付面積の増加によって収量の増加が確保され，それ以後はヘクターノレ当

り収量の増加によるものとしている。このことな斧付間積と奴獲量の長期的

変動で確認しておくならば， (第 i酪〉にみるように，穀物作付議績は1880年

代まで土捜部，ぞれ以後停滞ないし清干の減少であり，線菜{作付面積球全期鰐

速して増加している。いずれにしても作付罰積の増減はゆるやかなのに比し

て， (第E劉〉のように穀物と根菜の奴議室長まは1819年までは比較的ゆるやかな

増加であるが，それ以後は作付面積の増加者どはるかに凌ぐ急激な増加となっ

て現われている。すなわも集約経営による農業生産力の上芥が顕著になって

いる。

1) K.カウツ ~~7幾多義問i護法上，向坂逸郎訳岩波文摩絞， 67ベージ0

2) メンダリソン表『恐慌の理論と歴史J邦訳鈴3冊付録第10奇襲。

む この時期に穀物綴格が慾落した原悶は， r大不況jによって消撃をが抑制されたこと

と外国穀物の競争に<bるα 通説では外国紋物の競争に重点安置念すぎていた。

ヰ) T.F.v.ゴルツ表 f数逸農業災3昭和13年，山間亮一訳， 264ベージ。

5) -::fノレツ， 1湾書， 368ベージ。

の 1900王手において，休閑地と娘放牧地が耕地街積に点める比本が高い地域は，オス

トブがイセγ針'1，メグレンブノレタ・シ""ベリーン及びシュトレーザッツ，ブラン

ラ〆γァツレグ州，グェストプ戸イペヱン，1'1主主び放牧の盛んなシュレースヴイヒ・;OJ-;ノレ

シ品タイジ烈などである。滋に比主容の低い地域はザクセン王国，ヘァセン，ヴム

ノレテンヅノレク，ノミーダン，シ品レージ正ン州，ザタセン州など，西部や菜郊の鉱

るo (Statisti自chesJahrbuch fiir das Deutsche Reich， 24Jg. 1903. 

S.31) 

7) H.v. Finkenstein， Die Zntwicklun芸品在rLandwirtschaft 廷 Preusse抗註ndDeuts-

chland 1800-1930， 1960， SS‘ 17-18. なお，ヘクターノレ当り校長の増加は191i!:

紀努 3，4彩感ごろから活発になった農業機械や人主主肥料の使用，品種改丸経

鴬様式の改良などによって可能となったものである。

いでより活発に行なわれたので，この雲寺縮からこ&ンカ

にいたった。(族議震浩司著 f近代ドイツ農業の形成 1967生存， 315 

ベージ〕

8) l' n図において館料作物 (Futterflanzゅの作付図書量とi災獲量は停滞気味である

が，!a類・餓料穀物・カブ・ジャガイモ等を加えた金銭料作付認積は， 1883-1900 

年間に73万ヘクターんの培加， 1900-1913年間に 97ゴヘクタ…ノレの増加であち，

飼料生産は急増している。〈竹市，前掲論文， 16ト170ベージ参照〉
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第2節家畜頭数の増加

都市人口の増加による畜産物需要の増加，飼料生産の増加， r農業大不況」

期における畜産物価格の相対的優位によって， 19世紀を通して家畜頭数は増

加の一途を辿った。ただし 19世紀前半は畜産物価格とともに穀物価格も上

昇傾向にあったこと，並びに経営様式の改良は緒についたばかりで改良三圃

式農法では充分な飼料を確保しえなかったために，家畜頭数の飛躍的な増加

にはいたらなかった。(第3表)の1817-1849年の家畜の増加率は極めて高く

第 3表旧プロイセン領の家畜頭数 〔単位 1，000頭〕

馬 牛 !そのうち牝牛| 豚 羊

1 8 1 7 1，243 4，014 2，155 2，494 8，260 
1 849 1，577 5，371 3，078 1，466 16，236 
1 867 1，872 5，854 3，654 3，786 18，806 
1 8 7 3 1，882 6，531 3，821 3，368 16，763 
188 3 1，984 6，631 3，895 4，505 12，363 

1 8 9 2 2，177 7，490 5，9171 8，217 

出兵 Jahrbiicher fiir Nationalokonomie und Statistik， Bd. 61， SS. 588-589. 

なっているが(牛は34パーセントの増加)，これは1817年にはナポレオン戦争

によって家畜が極めて減少していたためである。旧プロイセン領の全家畜

を牛に換算して1802-1849年で比較すれば，わずかに14ノ 4一セントの増加で

ある。それに対して1849-1892年間に旧プロイセン領において馬は38パーセ

ント，牛は39パーセントの増加，豚は 4倍に増加した。すなわち19世紀前半

に比して(羊を除けば〉約3倍の増加率である。プロイセン以外の領邦，た

とえばパイエルン，ヴュノレテンブルクにおいては単位人口当り，ないし単位

面積当り家畜頭数はプロイセンよりはるかに多いが，家畜頭数の増加率では

プロイセンに劣る。このことは第2章で分析する1882-1907年間においても

同様の傾向を指摘しうる。次に(第 4表〉によって全帝国についてみれば，

1860-1913年間には馬牛ともに40パーセント強の増加であり，豚は約4倍に

増加している。ただし，羊のみは羊毛価格の暴落により 5分の 1ほどに激

減している。なお，この期間のうち，ほぼ「農業大不況」期にあたる1873-
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1 86 0 

187 3 

188 3 

18 9 2 

189 7 

1 9 0 0 

1 907 

1 9 1 3 

経済学研究第22巻繁4吟

第 4表ドイツ後図の家畜真 員数

そのうち牝や

(主幹fi)え し000綴〉

二字

28，017 

24，999 

19.185 

13.590 

10.867 

9，693 

7.704 

5.521 

11:¥奥 Sering. a. a. 0.. S. 5 1支び StatistischesJahrbuch fiir D. R.， 24 ]g. 1903. 
S省 40ょっ作成。

第5表護主 務 ;機 加 喜界

1 8 7 3 

189 7 

1 897 

増加芸名

年平均増加率

1 9 1 3 

主的 11持 率

年平均増加寄与

年平均機l.mi!員数

第4表よち作成。

牡やの体主食

牝 4'の体主義

子王子の体重

成潟く 3才以上〉の体綾

子践 の 体 重

隊隊の体震

波予管局滋の体

乳牛 1支震の年間搾乳量:

第 5表

Finkenstein. a.日. 0.. SS. 262-272より作成。

学

56.6% 

2.36% 

- 589千頭

49.0% 

3禽 06%

411千頭

kg) 

568 

449 

140 

475 

210 

120 

94 

2，290 
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1897年間とそれ以後の1897-1913年聞を比較すると(第 5表)，期間毎の増加

率では「農業大不況」期において高くなっているが，年平均の増加頭数絶対

量では馬牛豚ともに農業の「繁栄期」たる1897ー 1913年間においてはるかに

多数の増加となっている。また，家畜頭数の増加とともに忘れてならないの

は，品種改良や舎飼の普及による家畜の体重及び搾乳量の著しい増加であ

る。(第 6表〉にみられるように， 1816一一1912年の約 100年間で牛の体重は 2

倍以上，搾乳量は 3.5倍に増加し，馬も 7割以上，豚は 3倍以上に体重が増

加している。 1864-1912年間でもほぼ 5割前後増加しており，頭数の増加率

に匹敵する。従って各種畜産物産出量は19世紀後半において倍増しているこ

とは確実である。

次に各家畜別に増加の具体的内容を検討してみよう。

C 1 馬について〕

ナポレオ γ戦争による被害から立直って戦前水準を回復出来たのは1840年

代に入ってからであり，その後の30年間はさほど著しい増加を遂げていな

い。 1870年代に入ってから増加率が高まるが特に1894-1912年に販売量が急

増している。これはプロイセン西部や中部のザクセン州，シュレージェン州

での工業の発展に伴って工場と鉄道との近距離輸送及び都市内交通用の需要

増によるものである。それとともに，軍馬なかんずく騎兵隊用の需要があ

り，この騎兵隊用の馬は特にオストプロイセン州においてアラビア系及びイ

ギリス系純血種が飼育されている。ただし馬の生産においては， 輸送機関

ないし軍隊向け販売量が全体に占める率は 5~7 パーセント位にすぎず\大

部分は農業経営の保有及び補充用であって，農耕に使用されているものであ

る。

ClI 牛について〕

1820年頃には早くもナポレオン戦争前の水準に回復し， 1880年頃までコン

スタントな増加となっている。特徴的なことは， 1804-1879年聞は保有量及

び補充量の変動曲線が販売量のそれをと回っているが， 1882年以降は服売量

が急増してその増加率は他の 2つをはるかに凌いでいる。従勺て旧プロイセ
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シ領において，牛の販売識は総虫産主主に対して1882年の18パーセントから

1912年の24パーセントへと増加し，これに牛乳飯売量〈肉牛販売量以ムの販

売価額になる〉を加えれば，販売量の比率は 5部位になる;このような販売

しい増加は， 7表〉にみられるようにョ 19世純初頭には役ゃないし

第 7表 !日プ戸イセン苦援におけるとドの獄死量 (単位万トン〉
i 叫ん一一下一一一一一一一一一一一γ一一… ? 一一一

1 8 1 6 

1 9 1 2 

出燃 Finkenstein， a. a. 0.， S. 265. 

計

13.4 

90.5 

乳牛として使用し尽してから際殺するか，あるいは生まれてまもなし

ぐに諾殺する(飼料不足のために〉のが窓な!々の供給源でるったが> 19世紀

末かむ201佐紀初識にかけて乳飲み綾 (Saugkalb)~蓋ちに屠殺ぜずに良く肥

された子牛(Jungrind)にして屠殺したこと，並びに子守ニが成熟するのに

19役紀初綴には 4~6年要したものが20世紀初頭には 2~3 年しか努せぬよ

うになり，従って璃殺に翻せる たことによっ となった。そし

てこの予やや成や (Altrind)の肥育を可能にしたものは， 1860年代以後の線

菜栽培の普及を中心とした飼料の収量増大であるo

〔阻 学について〕

19世紀初頭から1870年初頭iまでは急速に機加し，その後学毛価格の暴落に

より したことは周知のことである。羊宅販売盤指数は1873年の

100から1897年の 70，1912年の39へと激減している。しかし羊内経格は19世

紀中葉から世紀初頭支でま港資額舟にあり，このために学肉販売量指数は

業大不法j期中若干増加し， 1897-1912年に 108から68へと減少している。

しかしさ戸内錨格の若干の騰索ぐらいではとうてい牧羊業の褒退を食い止める

ことはでき?なかった。

CN 惑について〕

議E家業は変動が最も激しいが， これ段母豚が年に12~15謡の子E家主r生み，
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かっその成熱鶏関が短かいため短期的な市場設勤に最も対応しやすし、部門だ

からである。さらに多従来は滋も渡期主主牧しでいたが， 1870年代になると

色調料・誤菜類・脱詣粉乳毒事の館料の増加によって合麟に移行してから，変動

と増加の度合いが激しくなった。そして蕗肉市場!の拡大と糠格上昇により，

もはや?街路の生E設でなく 目的になっていた。

])ノレツ， 官庁燭喜多 280ベ…ジ。

2) バイニ£ノレンの1854-1892年間の要員三察機加喜容は， .潟6パーセント，牛27パーセント，

j啄 175パーセント。ザクセソ主閣の1853-1892年郊には， .襲~56パ…セγr ，牛ヨ

パーセント，豚249パ…セントの増加。パーデ、ンの1855-1892年間には，馬は?

パーセント減少L;ド9ンξ--t:ントの主義郊である。ザタセγヨミ箆の馬の増加を除け

ばそ号領邦の語家寄増加ははるかにプ開イセンに劣っている。(Jahrbacherfur N.立・

S.， Bd. 61， SS.588-589 ff.) 

3) r差是護憲大不況」期とそれ以後の終期の家畜増加の意義については後述。

4) Finkenstein， a.ι0リ 88.23吋 25，44-46， 62-63 ff. 

5) Fi品censtein，a.a.O.，てfabelle48a， 50a， 51 ff. 

6) Fink控nstein，a.a.O.， S8.25吋 27，Tabe!le 50a ff. 

7) Finkenstein， a.a.O.， Tabelle 51， 56 ff. 

8) Finkenstein， 註ふ0.，SS.25-27， 260 ff. 

9) Jahrbiicher fiir Nふ S.，Bd. 63. S. 732，及び Hardworterbuchder Staatswissens-

chaft. 4. aufl. Bd. IV. S. 233 ff. 

10) Finkenstein， a.a.O.， S.375. 

11 ) Finkenstein， a.ι0.， SS.29. 30. 50. ff. 

第 2輩 議産発展の経営階!欝別分析

言主主主では畜産の全体的な展簡を考察したので，本主主では1882年， 1895年，

1907生存の農業経営統計を主たる資料にして各経営措j霞でどのように家畜頭数

が増加ないし減少したかを， ドイツ子育障全体，東部品ンカー経畿地帯，中小

幾地帯，大農地帯について考察することにずる。ただし各箔!惑における家務

の増減がし、かなる原因によるものであり，かついかなる彰饗をもたらしたか

については第3章と終寧でふれる。
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第 1節 ドイツ帝国全体の分析

第 8表によれば，中農小農合わせれば1882'----c1907年にわたって牛と豚の約

半数ち占めている。このうち中農は 5種の家畜(馬・牛・豚・羊・山羊〉全てに

第8表 ドイツ帝国，主要家畜の階層別分布 (%) 

経 営 数 農用地面積 牛

188211問 11町 1般 11
郎

11
町 1般 11

防
11907

零細農 (0~2 h日〕 58.0 58.2 58.9 5.7 5.6 5.4 10.4 8.3 6.6 

農 (2~ 5 ha) 18.6 18:3 17.5 10.0 10.1 10.4 16.9 16.4 15.8 

中 農 (5~2011a) 17.6 18.0 18.6 28.7 29.9 32.7 35.7 36.5 39.4 

大 農C20~100ha) 5.3 5.1 4.6 31.1 30.4 29.3 27.0 27.3 26.6 

大経営 (10000以上〉 0.5 0.5 0.4 24.4 24.1 22.2 10.0 11.5 11.6 

馬 豚 守..

188211悶 11町 188211問 11町 1882 11895 11叩

零細農 (0~ 2 ha) 1.8 2.6 2.1 24.7 25.6 23.2 3.6 4.5 4.7 

農C2 ~5h且〉 6.5 6.7 6.9 17.6 17.2 16.5 3.5 3.9 4.0 

中 農 (5~20ha) 34.2 34.1 37.9 31.5 31.0 33.6 12.7 14.8 16.2 

大 農C20~100ha) 38.6 37.3 34.4 20.6 19.6 19.4 26.0 27.8 26.1 

大経営 (IOOha以上〉 18.9 19.3 18.7 5.7 6.6 7.3 54.2 49.0 49.0 

出典 Statistik fur das Deutsche Reich Bd. 112， Bd. 212より作成。以下本章の表

は第13表以外みな同じ。
備考本稿では帝国統計局の分類に従って， 100 ha以上の経営を大経営(ユンカー経

営)，以下，大農・中農・小農・零細農とする。大農・中農・小農をまとめて
農民経営と呼ぶことにする。

おいてその比率は高まっているが，小農は牛と豚の比率が各 1パーセントづ

っ下っている。大農は馬・牛・豚の比率が減少しており，大経営は牛と豚で

増加し羊で大幅な減少となっている。かくて比率の計算からは，中農層だ

けが経営数・農地面積・各家畜頭数の全てにおいて着実な発展在遂げたよう

にみえる。

第 9表によって各経営階層別家畜の増減率をみると，馬については絶対的

にも相対的Vこも中農層で最大に増加している〈中農層では1882-1907年間に

25万8千頭・ 24パーセントの増加，大経営層で、 6万5千頭・ 11パーセントの
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第9表 ドイツ帝国の経営数及び家畜の増減 (1882=100) 

経営数 ，馬 牛 羊 豚 五家畜合計

189511町 1州 1町

零細農 106 110 156 125 88 81 76 55 1661 210 1161 121 
農 104 103 111 119 107 120 67 49 157 209 118 135 

中 農 108 115 108 124 113 143 70 54 159 239 118 148 
大 農 100 93 104 100 111 127 64 42 153 211 112 121 
大経営 100 94 111 111 127 151 54 38 185 289 110 119 
平 均 105 109 108 112 110 129 60 42 161 224 115 132 

備考 五家畜合計の欄は， 1893年の家畜平均価格，馬 490マノレク，牛 202"'ノレク，羊
16マノレク，豚56マルク， 山手16マノレク (Statistikfiir das Deutshe Reich， Bd. 
112， Einleitung S. 36)で、計算したもの。

増加〉。牛については1882-1907年間に中農層で、 235万 7千頭，大農層で113

万頭，大経営層で、79万頭の増加で、あって，量的には中農層が全増加頭数の半

数を占めているが，増加率は中農層の43パーセントに対して大経営層では51

パーセントと上回っている。豚も同様に量的には中農層で最大の増加である

が，増加率は大経営が最高である(中農層2.4倍，大経営で2.9倍に増加〉。た

だし大経営層は牧羊業で大打撃を受けて， 25年間に 6割も減少している。従

って五家畜全体を価額に換算してみれば，中農層では25年間に48パーセント，

の増加であるが，大経営層は羊の減少が多いために全体で19パーセントの増

加に終っている。さらに， i農業大不況」期に含まれる1882-1895年間と「黄

金時代」といわれた1895-1907年間〈以下本章に限り前期・後期と呼ぶ〉の

増加を比較するならば，大経営・大農・小農層は両期間ともほぼ均等な増加

であるが，中農層では馬と牛が後期に大きく増加しているために全体でも後

期の増加が多い。

経営階層全体での動向に対して， (第10表〕で各経営階層のー経営当り家畜

頭数とその増減率を検討すると，かなり異なった様相が明らかになる。馬に

ついては，大経営で25年間に18パーセントの増加であるが，中農ではー経営

に約 1頭，小農では0.2頭であって増加は問題にならなし、。牛と豚は各階層

でかなりの増加がみられるが，大経営での増加率は中農の増加率の 2倍であ
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り家畜立民数

〈カ vコ内は1882=1∞2ごした指数〉
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農

営

均

細

忠明

経

経

の仁村で最も患速な増加を遂げてL、る。また，中農と大農は後期にり，

増加率はやや高く，大経営においては前期・後累ともほぼ均等であった。

五室衣装5全体の価額でみた増加率は 1つの回宝たにすぎず，ぞれが各経?誌における現

金収入ないし現物収入めま議加を正確に反映するものではなし、G

1) 

地域別分析第 2節

東部品ンカ…緩堂地特CAJ 

ンカ…経営が多数存在ドイツ農業の特f設である地域裂の論討の第一に，

ポンメヴェストプロイセン，るブ開イセン東部 6州〈オストプ口イセン，

プランダンプノレク〉とメグレンブルク・

とも 9~16ノ4 ーセントの増加で

o 

ジェン，

シュテレーザ y ツ及ひ、シュベ苦… γについ

差是業経営数は前期には零細幾・

シュレポーゼン，ノレ γ，
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あるが，後期には中農層のみ15パーセントの増加で，他の 4階層は若干の減

少となっている。結局，中農層は1882ー1907年間に33パーセントの増加で，

全ドイツの中で最も高い増加率である。当該地域は経営数では全帝国の約4

分の 1，農地面積では 5分の 2を占めており，馬の頭数は約半数，牛は約3

分の 1，羊は過半数，豚は約3分の 1を占めている。

牛は25年間に中農層全体で66パーセント，大経営層全体で65パーセント，

全階層平均44パーセントの増加であり，ハノーヴァ州とシュレースヴィヒ・

ホノレシュタイン州に次いで高い増加率である。大経営層では前期・後期とも

ほぼ均等に増加しているが，中小農層で、は後期の増加が前期より著しく高い

(第11表〉。ー経営当り羊の頭数は，大経営では25年間に62頭から106頭(牝牛

第11表東部ユンカ一地帯の経営数及び家畜の増減

経営数 ，馬 牛 羊 豚 五合家畜計の

零細農 112 102 177 128 98 88 80 53 185 206 125 123 

農 109 109 123 140 107 122 61 36 185 242 119 140 

中 農 116 133 118 144 120 166 63 49 197 320 124 167 

大 農 101 97 109 105 118 136 61 39 165 219 114 122 

大経営 99 94 114 115 136 165 51 35 213 343 109 119 
平 均 111 108 115 120 119 144 54 36 186 256 116 133 

44頭〉へと70パーセントの増加であり，両期間とも同等の高い増加率であ

る。それに対して中農では前期には全く増加せず，後期に 5頭から 6頭(牝

牛 3.3頭〉へと増加した。大農・小農でも後期に増加している。すなわち，

「農業大不況」期に牛が著しく増加したのは大経営のみであり，他の階層は

後期にのみ増加したのである(第12表〉。

馬は中農層において25年間に44パーセント増加L，寸、農層の増加も著じい

が，一経営当り頭数では中農での増加は微々たるものである。大経営におい

てのみ27頭から32頭へと 2割以上の増加であった。干

豚の増加は各階層において著しく，中農層と大経営層では25年間に 3倍以
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第12表東部ユンカ一地帯のー経営当り家畜頭数
(カッコ内は1882=100とした指数〉

馬 |牛 牝そのう牛ち

18821189511907118821189511907 1 907 

零細農 0.6 0.5 0.5 0.4 

農 0.3 0.4 0.4 2.3 2.2 2.6 1.7 

中 農 1.6 1.6 1.7 5.0 5.0(100) 6.0(121) 3.3 

大 農 4.8 5.0(106) 5.1 (1 07) 12.5 14.1(113) 17.1(137) 7.6 

大経営 26.9 30.2(115) 32.2(123) 62.2 82.4(132) 106.0(170) 44.1 

平 均 1.0 1.1 3.3 3.5(104) 4.3(129) 2.2 

羊 豚

18821189511907 18821189511907 

零細農 0.3 0.2 0.2 0.9 1.5 1.8 

農 0.4 0.2 0.1 1.6 2.5 3.2 

中 農 2.2 1.2 0.8 2.7 4.2(158) 5.9(214) 

大 農 19.4 11.8(61) 7.9 (41) 5.7 8.6(152) 12.1(212) 

大経営 542.2 279.1 (52) 199.9 (37) 18.0 36.0(200) 61.3(341) 

平 均 6.9 4.4 (63) 3.1 (44) 1.9 3.0(158) 4.2(221) 

上に増え，ー経営当り頭数は大経営で 3.7倍に，大中小農各層では 2倍強に

増加した。また，豚は前期後期とも等しく著増している。 2ヘクターノレ未満

の零細農・半プロ層は馬・牛・羊ともー経営当り頭数は減少しているが，豚の

みは増加している。この階層の実畜所有頭数が停滞ないし減少しているのは

ドイツ全体にみられる傾向である。

今まではユンカー地帯を一括して考察してきたが，東部において大都市ベ

ルリンを含んでいるプランデンフルクチト!と鉱工業地帯のシュレージェン州，

及びその他の純農業地帯たる 4州を比較すると，明らかに後者において家畜

増加が書しい。(第13表〉において，牛の全生産量の増加は1882-1906年間に

おいて 2工業州の約1.3倍に対して 4農業州では1.5倍以上である。特ーに肉

牛の販売量は前者の1.6倍の増加に対し 4農業州では約2.3倍の増加であっ

て，肉牛肥育の顕著な発展がうかがわれる。豚についても同様であり，東西

プロイセン・ポンメノレンの 3 州では販売量・全生産量ともに 3~4 倍の増加
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第13表 プロイセン 6州の牛の販売量と全生産量(単位 1，000トン〉

オストプロイセン ヴエストプロイセγ

販売量[全生産量 販売量|全生産量

1882 48.2(100) 320.1(100) 29.9(100) 187.0(100) 

1894 78.1(162) 375.9(117) 42.2(141) 234.8(125) 

1906 115.9(240) 461.6(144) 66.2(221) 297.2(158) 

1912 126.4(262) 497.9(156) 71 .7(240) 316.6(168) 

ポ 一 ゼ ン プランデンブノレク

販売量|全生産量 販売量|全生産量

1882 50.3(100) 292.3(100) 

1894 57.2(153)1 315.3(128) 69.3(138) 379.8(130) 

1906 85.7(230)i 407.5(165) 84.1 (167) 406.3(139) 

1912 93.4(250)1 327.3(173) 86.2(171) 401.2(137) 

出典 Finkenstein， a. a. 0， S. 341， 355-357より作成。

備考 販売量は牛乳を含まない。

ポ γ メルン

販売量|全生産量

31.4(100) 169.8(100) 

58.2(185) 291.1(171) 

74.1(236) 359.2(212) 

84.3(268) 391.7(231) 

シュレージェ γ

販売量|全生産量

94.0(100) 554.1 (1 00) 

102.1(109) 603.6(109) 

143.5(153) 727.0(131) 

156.7(167) 759.7(137) 

であるが; 2工業州は 2倍強の増加にとどまっている。しかし馬の販売量の

増加は，シュレージェン及び西部のヴェストファーレン，ヲィシラン下の工

業州において顕著である。もちろんこれは輸送機関向けのものである。

1) 東部ユンカ一地帯における中農層増加の原因と実態については，宮下，前掲書，

135-136ページ参照。

2) 前章第2節で， 1894-1912年に輸送用及び軍隊用の馬の販売量が増加したことを

指摘しておいたが，ー経営当りの馬の頭数の増加からして，それはほとんどが大

経営においてなされたと推測しうる。

3) Finkenstein， a.a.O.， SS.343. 361-363 ff. 

4) Finkenstein， a.a.O.， SS.348. 352-354 ff. 

[B] 西部・南部の中小農地帯

初めに中農と小農が特に多いノミーデン，ヴュルテンブ.ノレク，ヘッセンの 3

領邦について考察し，次に中小農の他に大農も多いパイエノレンについて，続

いてドイツの工業地帯であって中小農の多いラインラント州について考察す

るO これらの地域で、の農地 10.0.ヘクターノレ当りの牛頭数は東部ユンカ一地帯
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また大農地帯よりも 6割位多い。蹴も東部より多いが，馬

は小規模経営ではあまり館われないために少なくなっている。

第14，15表によれば，

農業経蛍数法前期は話

の約 2掃であり，

ヘッセンの 3領郊のルテシプノレク，ヴバ{デン，

った増減はなく，後期には零細幾震は14パ…-t?:ント

パーデγ，グ品ノレテシブノレク，ヘッセンの経営数及び芸家蕊の機減

(1882出 100)
第14表

バーデγ，ウ。品ノレテンブノレク，ヘッセンのー経営当り家畜媛数

〈カッコ内は1882=100とした指数〉
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の増加，大農層は19パーセントの減少である。この地域では中農と小農とで

牛の 4分の 3以上を所有し，大中小農各層とも25年間にー経営当り 20パーセ

ント以上の増加であり，このうち前期より後期の増加がより著しL、。しかし

当該地域の25年間における牛総頭数は171万頭から198万頭へと 16パーセント

の増加，ー経営当り平均 7パーセントの増加にすぎず， ドイツの中で最も増

加率が低L、。豚の増加も全体で61パーセント，一経営当り平均50パーセント

にすぎず，牛同様に最も低し、。馬の増加も僅少である。従って， 1882年での

単位面積当り家畜頭数は中小農であるゆえにドイツで最も多かったが，その

後の発展では逆に一番遅れをとったのである。

次に第16，17表によってバイエルンの状態を考察しよう，農業経営は25年

間に中農層のみ 8パーセント増加し，他階層は全て減少した。バイエルン全

体でも若干の減少である。同国では中農層が馬・牛・豚のそれぞれ約半数を

有し，かっこの層だけで25年間に牛は， 151万頭から193万頭へと約 3割の増

加であるが，逆に零細農層は 2割以上減少した。牛のー経営当り頭数は25年

聞に大経営で5割，大農層と中農層で2割前後の増加であり，いづれも前期

より後期の増加が多し、。豚は全体で25年間に 6割の増加であるが他地域より

増加率は低し、。豚は他地域と同じく前期も後期も増加率は等しし、。バイエノレ

ンでも東部ユンカー地帯と同じく馬・牛・豚のー経営当り増加率は大経営が

最も高いが，全体に占める比重はわずかである。

第16表 ノ〈イエノレンの経営数及び家畜の増減 (1882=100) 

経営数 a馬 牛 豚

零細農 90 92 123 110 85 77 150 182 

農 100 98 100 92 111 118 147 223 

中 農 104 108 105 113 112 133 145 180 

大 農 98 90 101 100 108 114 130 145 

大経営 105 90 120 111 125 139 172 199 

平 均 97 98 104 106 109 122 142 171 
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第17表パイエルンのー経営当り家畜頭数

(カッコ内は1882=100とした指数〉

馬 牛

18821189511907 18821189511907 

零 細 農 0.8 0.7 0.6 

農 0.1 0.1 0.1 3.0 3.3 3.5 

中 農 0.7 0.7 0.7 7.3 7.5(104) 8.6(119) 

大 農 3.3 3.4 3.6 17.2 18.2(106) 20.9(122) 

大 経 営 9.5 10.7(115) 11. 4(123) 52.3 60.3(115) 77.9(149) 

平 均 0.5 0.5 0.5 4.4 4.8(108) 5.3(120) 

そのうち牝牛 豚

1 9 0 7 188 2 1 8 9 5 1 9 0 7 

零細農 0.5 0.4 0.7 0.8 

農 2.3 1.2 1.7 2.4 

中 農 4.1 2.4 3.1(129) 3.7(154) 

大 農 8.9 5.8 7.2(123) 8.7(149) 

大 経 営 40.7 16.9 25.8(153) 34.7(206) 

平 均 2.7 1.6 2.1 2.5 

第18，19表のラインラントでは，経営数は零細農で増加しているが，農民

経営は前期に若干の増加，後期は減少している。大経営層での馬の増加は著

しいが，中小農層では停滞している O 牛は大経営層と中農層で25年間に 5割

以上の増加で、あり，一経営当り頭数も中農で5.8頭から8.4頭に45パーセント

第18表 ライシランドの経営数及び家畜の増減 (1882=100) 

経営数 』馬 牛 豚

零細農 108 116 178 134 89 88 168 217 

農 102 99 96 99 106 124 136 174 

中 農 107 105 99 106 118 151 148 192 

大 農 105 94 104 106 118 133 179 213 

大 経 営 123 125 132 165 123 152 198 317 

平 均 107 111 103 108 109 129 154 199 
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り家滋頭数

〈カッコ内は1882=100とした指数〉

ラインラン第19表
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増加している〈特に後期に増加〉。中農経営での牛の著しい増加は北密部の中

しかしにい小農摘)認での肢の増加は

践菊部のや小選議階j震での豚の増加と間程度であって F

デンと穏王室ずるものであり，東部やバイエノレンやベ

おける牛の低い増加率とは対照的である。

2語以内にす

部や北西部の中小農層の増加にはるかに劣っている。

北関部大幾地帯、i
i
J

pu 

fi-~ 

州と会合わアヴv こではシ:;Lレースグ 4 ヒ・ホノレシュタイン州とハノ

ぜてその議長J在検訴する。このうち，特にジコ時レースヴ-1ヒ・ホノレジュタイ

ンリ'1，の1880年頃の資産の;決議は放牧が主体で、あり，放牧地は人工的に犠を蒔

その後耕作地にする。(従って当州では耕地にいて数年額放牧し，

放牧地の比率が30パ--t:γ トと異常なほどの潟率になっでいる。〉この放牧

る嬬

イングランド，ハンブノレグないしライン地方土色で多数の子やが肥育されて，



第ヰ手予務22巻経害等学研究148く682)

7万頭， 3，000万γ/レク〉。警告差是は盛大で牛乳は都市で叛に売却される

れるか，または大鏡寵な製酪場でパターに加工しでかなりの部分が輸出

された。穀物は大部分飼料として充用され，飯売する余地は少なし、。

、た穀物を販売することも行なわ

しカミし

しL」料銅てし入講を粕
〉
。

油
ー
た

の

い

最

て

多

れ
また，ハノーヴァ -j況においても 1880年頃には!日来の耕作方法に

よっている経営は両外であって，改良三翻式の枠内ではあるが集約経営が望号

及していたのこの経営技術の進歩は大農場の所有者や借地入の影饗と爽到に

よるものであった。

この地域の諮問年代初頭の一般的楽情は上記のようなものであったが，次

に〈第20，21表〉によって経営階謄訴に検討する。農地簡積は大農が約半分を

の経営数はおこの間州でもおめ，次に中差是が 5分の 1をr:Sめている。

ゼントもセント減少，大総営層も減少した。中農麗は24パ7.5パ

の増加に次いで、妻土脅している。 問弁iでは

-学I})約半数を所有し，中農騒が4分の l

で 5~6 割を習有している。

増加し，東部品ンカ一地帯の

家畜についても，大農震が馬・

しかし大幾震では

ともその所有比率が低下い中藤震の比率が急増してい

ヲピ所有し，監は大農と

25年間に 4

る。それだけ中農震の家畜増加は愈激で，牛は25年間に41万鎖から74万頭へ

と8誕の増加であり，践は29万頭から9975顕へと 3.4倍の増加である。牛と

ドイ原の総盟数の土議加率は東部品ンメ1一地帯の増加率を若干上回っており，

の芸美濃言及び経営数の増減

(1882= 100) 
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第21表 シュレースヴイヒーホルシュタインとハノーヴァーのー経営当り家畜頭数

(カッコ内は1882=100とした指数〉

e馬 牛

18821189511907 18821189511907 

零細農 0.4 0.3 0.3 

農 0.2 0.2 0.3 2.3 2.4 3.0(127) 

中 農 1.5 1.5 1.5 5.7 6.3(110) 8.3(145) 

大 農 4.3 4.6 4.6(111) 18.2 20.4(112) 26.8(148) 

大経営 15.5 16.6 18.7(124) 74.0 85.0(115) 108.0(146) 

平 均 0.7 0.8 0.7 3.5 3.8(109) 4.4(126) 

そのうち牝牛 豚

1 9 0 7 1 8 8 2 1 8 9 5 1 9 0 7 

零細農 0.2 0.9 1.5 2.1 

農 2.0 2.1 3.8(183) 6.4(312) 

中 農 4.1 3.4 6.2(180) 11 .1(323) 

大 農 9.9 6.1 10.6(175) 19.8(327) 

大経営 50.1 24.9 52.8(212) 73.3(295) 

平 均 2.0 2.0 3.6(177) 5.8(288) 

ツで一番多くの増加を遂げ、た。なお，豚は前期後期とも均等に増加したが，

牛は後期に顕著な増加を遂げており，この点に関しては他の地域と同様の傾

向にある。ー経営当り家畜頭数では，牛・豚ともに大中小農各層はドイツで

最高の増加率であり，かつ後期の増加が著しL、。この地域においても零細農

の牛所有頭数は絶対的に減少している。この地域の最大の特色は養豚業の発

達にあり，このことは北西部一帯の諸都市(ハンブ、/レク，ブレーメン， リッ

ペ等〉の近郊農業においてもあてはまる。

1) Schriften des Vereins fiir Socialpolitik， XXIII， 1883. SS.72-75. 

2) Schriften des Vereins fiir Socialpolitik， XXIV， 1883. SS.70-72 

[DJ小 括

本節で地域別に検討してきた特殊性を整理してみると，
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付 東部ュ γカ一地帯での潟・牛・ 5まの増加は著しく，

層での増加が護義務で<5る。

と

。一経営当り頭数では，東部のユンブJー経営は牛と駿におし、てドイツで最

の増加本を遂げており，かつ家畜;増加は「農業大不出J期とその後の繁栄

期の肉類にわたってなしとげられた。

一般に農民経堂(特にや農〉 り頭数でみると，とドは「農業大

不況:期にはあまり増加せず¥その後の緊栄期に増加している。厩は荷期間

とも増加したが，後磁の時期においてより顕著マあった。

斡 シュレースヴィヒーホノレシ乱タイソチI'i，ハノーヴァ…州，ラインライト

州の中燥の牛野有頭数はー経営さ当り45パ…セ γ トの増加であるが‘東部，

南部，西南部のや愛ではおパ--l:ントの増加にとどまったの

養臣家業は特にジ品レースヴィヒ ホルシ L タイン州、!とハノーヴァー州、l及

びその近辺の諸都市の幾民経営，並びに東部のユンカー経営におい

発展した。

{持 農地鴎積2ヘグタ…ノレ以下の零都議・ 2いブロ ノミ…デン， ヴュノレテジ

ブノレク，ヘッセ γ，ラインライト封、i等では経営数は増加しているが，家畜頭

数は全帝簡において絶対的に減少の{傾向に怠るコすなわt.;"無譲位が遣まんで

いる。

3章 {霞期農業経営における畜遺産の役鱗

大経営では幾産物の商品作の境令が高く，中小;農民経営では吉給自足の度

合が高いことは改めて指摘するまでもないことであり，かつ大経営です土穀物

販売設が多し農民経営だは農産物販売がより重要マあるととも周知のこと

る。しかし各経営階震において穀物， その{的農建物の販発が各

経営にどれほどの詑議を占めていたかということは必ずしも明らかにされて

おらず¥従って大経営と農民経営の利害廃係が単純に対立罷係にあるものと
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して把握さ-れる傾向が強かった。

本章ではし、くつかの農業経営の実例に即して経営収支構造の一端を明らか

にし，前章で提示した問題点と合せて， r農業大不況」以来の畜産業発展の内

実を解明する糸口にしようとするものである。

まず経営実例の検討に入るまえに，経営階層別に帝国全体においてパン穀

物及び飼料の過不足を検討しておこう。パ γ穀物(ライ麦と小麦〉の余剰量

をC.ベーメの計算例に倣って算出すると， 1907年頃において，大経営階層で

は総収量から経営内消費量を控除した後 246万トンが余剰量となり，一経営

当り約104トンのパン穀物を販売しうる。大農層では， 312万トン，ー経営当

り約12トンの余剰穀物を有し，中農層は298万トン，一経営当り 2，800キログ

ラム，小農層においても計算上では53万トン，一経営当り 530キログラムの

余剰が生ずる。疑う余地なくパン穀物が不足するのは零細農層であって全体

で50万トンの不足である。従って，厳密には農民経営とはいえない零細農階

層を除けば，小農層でもパン穀物は自給可能であり，中農層はかなりの販売

余力を有していると言える。

他方，飼料の作付面積と全家畜頭数との関連はどうであったろうか。 1883

-1900年には飼料作付面積は大幅に増加し 1900-1913年間には増加は停滞

第22表飼料作付面積と家畜頭数 (1907)

大し家た畜家畜に換総算数 J川 大飼家畜料100面頭当積り

(千ヘクターノレ〉 〔 千頭ヘクターノレ〉

0~0.5ha 114 827 13.8 

0.5~ 2h日 665 1，922 34.6 

農 1，834 4，244 43.2 

中 農 5，900 10，961 53.8 

大 E曲主 5，073 7，663 66.2 
大経営 3，596 3，764 95.5 

計 17，132 29，380 58.3 

出典 Statistik fiir das Deutsche Reich， Bd. 212より作成。
備考 (1) 大麦，カラス麦，混合穀物，飼料作物 (Futterflanze)，ジャガイモの 3分

の1，採草地，肥沃な放牧地を合算したもの。
(2) 換算率は馬 1，牛 1，豚=1/4，竿=1/10，UI羊=1/120
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したが，1907年時点での各階語別餌料作付面積と家議事額数は(第22表〉に示し

てある。 2ヘクタール以下の警挙結農j穏を除く各階層とも，パゾ穀物は全耕地

問積の30~35パ一七ント会占め，耕地栽培競料(観料穀物とFuttを;rflanzめは

35~40パーセントを占めている。

これにジャガイモ畑の 3分の 1と採恕地及び肥沃な主主牧地を加えた館料作

付面積は，中幾震が 590万ヘグタ…/レで識的には最大である。しかし大家議事

100議当り餌料作付預稜は大経営の出.5ヘグターノレに対L， 経営規模が小さ

くなるに従って少なくなって小農欝では43.2ヘクタールにすぎず¥大経営の

半分以下である。ヤセた放牧地及び熔放牧地も考癒するとこのi俗差はさらに

大きくなる。従って大経営では額料を光分に確保しうるが，中農や小農では

館料不足で購入せざる合えないよう られる。

しかし実際には，農民経営が鏑料を購入するのは稀であって，大経営では

家遂事に充分な欝料を与えるが，中小幾経営では家議に不充分な錦料しか与え

機棋な場合には役畜には冬期間はやっと生命を保つだけの飼料し

ないことによって飼料不足を傍り抜けているのであるO その結果は，経営階

層7J1jによる家畜の体重のはなはだしい格差となって現われているのである。

議層別による家畜王子均体議の格畿は， ドレグスラウが1875年と1884年にハ

ノ…ヴアーチ1'1の3つの地主農場と22カ村の各経営の農地問績や家衝を識望まし

た結果に拐礁に現われている〈第23表〉。この被欝査地棋では1875-1884年間

第23表経営階層別家主答平均体重

レーニン去を集，務13巻， 181. 183ベージ
各滋小家道事は大室長警察に換参事令

322 

287 

261 

316 

427 

382 7.3 

352 4.4 

301 7.5 

385 8.7 
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に25ヘクターノレ以上層のみ経営数が増加し， 25ヘクターノレ以下の 3階層は減

少した。全経営を平均したー経営当り農地面積は増加している。

大家畜に換算した総家畜頭数は若干減少したが，その総「生体重量」は増

加しており，また各階層とも 1頭の平均体重は増加している。しかし増加重

量絶対数及び増加率は大規模経営の家畜ほど大きく，地主領地(帝国統計の

「大経営」に相当する〉の家資平均体重と中小農のそれとの格差がますます拡

大している。さらに注目すべきことに，階層別の家畜平均体重の格差は(第

22表〉で、みた大家畜 100頭当り飼料作付面積の階層別格差とほぼ対応してい

ることである。(第24表〉によれば，大家畜の 100頭当り飼料作付面積は大農

第24表階層別飼料面積と家畜体重の格差

1907年全帝国の大家畜 100
頭当り飼料作付面積

(大経営=100)

カ

の

つ
/
』
ハ
U

ηノ』

4
E
'

川
川

Z

一

重

7
重

体

ヴ

体

畜

一
均
家

ノ
平
の

ハ
畜
地

年

家

領

川
酬
の
主

同
村
地

一

州

一

左

一

一

ア
一

u
ワ

一
ロ
附
ノ

大経営 100 100 100 地主領地

20~100ha 69.3 75.3 69.0 25 ha以上

5~ 20 56.3 58.3 61.7 7.5~ 25 

2~ 5 45.2 43.5 56.9 2.5~7.5 

0.5~ 2 36.2 33.7 48.6 2.5ha未満

。~0.5 14.4 13.6 

平 均 61.0 60.0 62.2 平 均

備考 ハノーヴァー州は第22表と同一方法で帝国統計より算出。

層では大経営の約7割，中長層 6割弱であるが，家畜体重もそれに対応して

7割弱と 6割にしかならなし、。小農層においても同様である。このことは，

各経営では経営内で入手できる飼料だけを家畜に与えており，飼料不足分を

購入するようなことは専業的酪農経営などを除けばほとんど問題になってい

なかったことの結果であるといえよう。

1) ベーメの計算方法は， 1907年の小麦，ライ麦作付面積と平均収量の積を総収量と

しそれから播種量と階層別総人口の消費量(1人当り年間 180キログラムの消

費〉を控除したものを余剰量としている。

2) C. Bohme， Deutsche Bauernpolitik， 3 aufl 1912. SS. 36-37 ff. 
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3) パン穀物の「余剰設Jが余て夜発されるわけで、はなく，一部は飼料として充用さ

れる。特に1890年代頃からライ言をの飼料化が進行するが，しかし経常舎内で俊足す

るのではなし鋭料潟に続出されるのである。〈高橋橋之「第一次世界大殺に獲

るドイ報穀物欝税政策0)推移とその意義J，W土泌制度史学~ 18珍， 1963年， 40ベ

一己主〕

4) 第一次世界大戦前においてジャコゲイモ総収量ヰ，500万トンのうわ， 1.630万トンが

飼料に，し300万ト γが食料にヲ定期された。 (Waltや開hausen，Deutsche Wirtscha-

ftsg総 chichte1815--1914， 1923， S.454) 

5) ベーメは寺普国平均の飼料作付額綬 1へタターノレ2怒り家養手当数をど雲寺:出し，頭数が司王

均より多いや農，小農，雲詳細農経営は飼料を購入ぜざるなえないと結論してい

る。(腕h註le，a. a. 0.， SS. 38-40 ff.)しかしこの結論は性慾である。

6) K.クラウキは， 1890年代のオストプ戸イセγの小経営(10ヘクターノレ以下〉では餓

料が不足してすること，それを補ってワヅの一部が牛の飼料にるてられるために

館料の質も怒<.また!渓犯の生産長量が少なくなって殺物収支設が低下するという悪

循潔に焔っていることきを指摘している。(K.Klawki， Uber Konkurrenzf且higkeit

des Jandwitschaftlichen Kleinbetricbes， Landwirtschaftliche Jahrbucher. XXVIII 

Jg. 1899. S.4佼〉

7) 多彩24表は比較の時期が23年ものズレがあるが，しかしこのi習に続料作付磁積の階

震総務差の変動はさほど大きくないと思われるから，およその傾向な知ることは

できるで、あろう。

8) 続料不足による家護軍体重の格差は郊の5疑似iでもたしかめられる。 1895年明のハノ

ーヴアーチ11クラウェ γ村の経営 1(4.6ヘクターノレ〉

ヰ守しており，犬家事 1 頚~ワ年間 191 マノレク分の飼料をど与え，家畜 1 葉支の平均綴

格は 387叩ノレクである。経営1I(26.5ヘクター

料は 274"'"ノレグ分を分え， 認定湾総務は576"'"ノレグ勺ある。 (H.Auhaugen， Uber 

Gross-und Kleinb古triebin d貯Landwirtschait，“Landw. Jahrbucher" XXV. Jg. 

S.3. 8. 15. 20，及びレーニン全多義務40巻 109-110ベージ券照〉。ま

ばかりでなく，乳牛 i頭当り搾乳量の格差としても現われてし、る。(後述〉

9) ハノーヴァ列とよその周辺で、は1890年代後浮から大変その悠の飼料l総入が増加して

いるので20俊紀には霊祭苦言体室長め絡幾は綴少しているかもしれないが，東1・ノLベや

予察部地方では格差は持続していると認われる。

(1880年前後の幾業経営の実保〕

以上において，幾民経営も多かれ少なかれパン穀物た窓売すること，

経替の家藤は頭数は多くても鰐料不足のため極めて費弱でるることを大詩的
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し

て，耕f乍物と

るiJt， る現金・現物収支にたいし

る。まず第一広，社会政

る rtカミら， ポー

見てみよう

では

ゼソ州の 3つ

輪作が竣及している

この機民経鷲4併において，

るが，他の 3

入371γノレグの大部分はタバコとブドウ

マ
90  

Nの耕作物販宛J民

ノレ

グ0) し される

自給関

となっているO

しき

点

める る。ぷ…ゼンチI-I して，ハ

る。このことは，バーデンのへ…ムスパッ

であ

り，

ア

ざ

るo i 

耕地へクターノレれ 5，650マルクときわめて潟く!従って借地料も耕地ヘグ

タ…/レ当り 150~'250マルクと高いために， 0.76ヘクターノレの借地料を約 200

γ ノレクも支払っているためである?誕って地代や租殺を除し

と

サまなし、。これら

してもそれぞれ 661マルク， 778マノレ

E 

ク， 776マルク， 778マルク 砕

い 〈インスト口イ

テや日 と いしそれ以下の水擦である。従って東部

の中小農も，玄た商品経撲がより深く殻透してし、るパーデンの中小農も，い

わゆる r過少消費とi昌三重労議jによってようやく経営を維持しているのであ
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1880年前後の部農民経営の収支‘第25表

営W経〈滋蛮経営H経滋:1 経自項
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君愛

家族人気+労働者

数

商

頭

営

苦言

経

霊祭

371 

525 

O 

a
'
b
c
 

内
ペ

u

n
ハ》

A
ω
t

r円
d

n
川一
w

内
J
'
h

つJι

8

唱

D

C

「ヘ
υhHHvnMv

n
/』
内

ぺ

U
8
4
2

々
t
l
η
ペ》

a
k
u
c
 

0" }v 

317 

30 

a
τ
h
u
c
 

物

物

他

入

作

産

の

現金収

a 緋

b 苦言

c 

896 375 3ヰ7計

52機52
61.8 
G 

1.0 
85.。
197.18 

a
噌

h
u
c
J
u
f
f
i

F
D

円
U

立
1
u
n
u
づ
f
F
h
J

雪

υ
r
3
A
a

ハ
/
伽
舎
?

品

宅

b

C
を

n
M
e
g

52.24 
60.0 
68‘G 
G 

30.0 
4.5 

乱

b

c

d

t

u

o

.78 

.0 
葉立税，保険

家屋差霊泉維持

購入費

潜入疲

労愛支払

地代支払
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a 19.76 
b 60.0 
c 45.7 
d 12.0 
邑 92.0
f 25.0 

254.46 

現金 支 出
阜租税，学校

b 次綴， 靴

c 滋，熱帯ぷ

d 肉

日 原料，燃料

f その他

'十
3

舌一同"

霊堂

366.0 141.0 2ヰ6.3計

778.0 

SS.283-284 

776.05 

Schriften des Vereins fur Socialpolitik， XXIV，印刷.ss‘3か48
経営 1. 1I .麗はボーゼンチHのオぶールニユグ務

経営IVI土，パーダンのへーJ，..スバッハ村

778.3 

出来

備考
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り，この状態は後に述べる1890年代の中小農の例においても同様で、ある:

同じ時期の大経営の内容はどうであったろうか。オストプロイセン州の農

業中央協会地区の経営面積 120ヘクターノレの農場の家畜数は1877年において

馬16頭，乳牛11頭，牡牛10頭，子牛21頭，豚14頭であり，当農場の乳牛 1頭

の一日平均搾乳量は 7.5 リッターで，前記農民経営の乳牛より 2~3 倍の量

である(農民経営 iの乳牛の搾乳量は 4リッター，経営Hでは 2リッター，

経営Eでは 3リッターである〉。ノミタ{販売収入は800マノレクであるが，年間

搾乳量は約3万リッターであり，約 1，800マノレグに評価しうる。(第25表〉の

経営 Iと置は約10ヘクターノレの経営規模で、年間搾乳量は 3，000リッターであ

るから，搾乳量に関しでもこの大経営は中小農に匹敵しており，肉牛頭数は

中小農を凌駕している。酸化した牛乳等は養豚に利用し，養豚からは自家消

費の他に 441"'ノレクの販売収入がある。これに羊毛や肉牛の脹売額を加えれ

ば，畜産収入はかなりの額になると思われる。穀物その他の耕作物の収量は

農民経営より相対的にも多量である。厩肥産出量は多量にあるが，その他に

セツコウと骨粉を購入している。 3種の保険金支出額が 457マルクであるこ

とからも，各種の経営費現金支出が多いことがうかがわれる。

10) パーデンでも耕地ヘクタール当りの地価が2，000マルク台の村落は多L、から，へ

ームスバッハ村の地価はかなり高いといえる。 (Schriftend巴sV. S.， XXIV， S. 

257， S.276 ff.) 

11) Schriften des V. S.， XXIV， S.282. 

12) パーデ、γの経営Wについては，藤瀬，前掲書514-518ベージを参照されたい。

13) この大経営の家畜頭数は， (第12表〕の1882年の大経営のー経営当り家畜頭数に近

似しているから，オストプロイセンの平均的なユンカー経営からさほどかけ離れ

ていないと思われる。

14) Schriften des V. S.， XXIII， SS.300-304. 

〔ハノーヴァー州の集約的農民経営〕

1895年頃になると大経営はほとんどが輪作経営になり，中小農においても

特に西部では輪作がかなり普及するとともに，商品経済の侵透もより広くか

っ深くなってきている。(第26表〉の経営 Iは優等地を有し 4年輪作で耕地
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1895今三ハノーグァー少Ijの察約的農民経営第26表

営 E経営 i経日項

人ξ
J
V
 

族3反

26.5ha 4，625ha 土史農

a 7991. 15 
〔そのうち甜菜5317)
b 21171.29 
くそのうち純益6613
c 290.0 

29ヰ52.41(14894.15)

a 1596.4 (マルク〕
くそのうち甜菜938.0)
b 1804.ヰ

数

現金~叉
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a 921.67 
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e 護支衝購入 15641.0
f 賃金支出 3872.93 
g その他 143.0 

25200.91 
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621.87 計
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50.0 

a
L
U
C
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346.15 
30.0 

a
L
u
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家族現物消費俗芸賞

a 耕作物

b 議産物
c ;その他

計

上お

d会. 
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461.5 

204.95 
649.1 
390.8 
3 

150.0 
教育費 700.0
その他 180.0

a

b

c

d

e

f
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558.15 

34.1 
272.0 
99.9 
59.15 
50.0 
85.2 

a
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u
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務金支

a 総統

b 衣服，靴

c 肉，乾物食品

d 燃料

e タパh 飲物

f その悠

計

望者

600.35 計 2274.75 

2736.25 

H. Auhagen， a， a， 0.，より作成

i 158.5 計
メ〉、
口緩家

出兵
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の4分の lに苦言葉を栽培している集約経営であり，このためく第お表〉の経営

I II 亜や後に述べるオストブロイセンの小経営よりも約3~4傍程度の粗収入

がある。経堂日も 4年輪作で4分の lは苦首謀を栽培し，組組入試オストプ口

イセンの中経営の 3f資程変である。再経常とも甜菜はZ主要な現金収入源でる

り，経営 l で~ì耕作物販売額1 ， 600マルタの約 6 割，経営立 じく 8，000

γ ノレクのうち約7割合占めている。苦言葉収入が多いために畜藤物麗売収入は

粗収入及び現金収入の 5割前後にとどまっている。調経営とも耕作物・

物の商品北率は極めて高し、。経営費支出では間経蛍とも抱料と鏑料の購入額

が多く，経営 Iでは 2つ令わせると経営費の半分以上になる。経営Hは各種

家運ぎの購入額が15，641γノレグにもなり，特異な例で、るる(第27表の大経営Eの

家畜購入額4，600マルクがこれに次ぐ〉。従って家畜及び牛乳阪売額も21，171

?lレグと妥多額であるが，家畜購入額などを諮除した道産収入額は 6，641?ノレ

クであり，その大部分は肉用子やの隠育販売による。家計費現金支出は，仁和

る Iは 600マノレクであり， の経営 11I迫に比べれ

ば倍額でトあるが，家計費総額は1，158マルクで‘あって，同時期のインスト P

イ?の収入〈年陪 800マルク佼〉と比較しても，集約イじの進んだこの経営に

おいても家計喪は極端に努り詰められている。

15) 19話会紀末期に農民経営が強く 、ては， ゲノレデス箸

?ドイツ幾民小5り霊友沼二郎訳， 151吋 153ページ参照。

16) 経営Eの各家畿の購入及び販売額の詳細は， Auhagen，註.a. 0.. S.26を参照。

〔オストヅ口イセン州、!の経営実例〕

第27衰の大経営は全て輪作経営で、あり，中経営も Iつな除いて輪作経営で

あるが小経営はおおむね改良三閉式経営の段捕にとどまっている。ジャガイ

よそと額料j;)ブの我培は普及しているが，精義蓄用の指菜は12経嘗ともゼ口かあ

っても僅少であり，線作物の飯売収入は大部分が穀物である。大経欝 iとW

は家潜頭数が多し現金収入のうち畜産収入の比率は 6罷以上に達っしてお

り，中経営のVとWと同等マある。経営費支出の半分以上が 4つの大経営と
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営N経大

1897年

営滋経

オストブ口イセγ燃の大経営ヰ例

経大

第27表

長義主也前積

家道事 E員数

お項

a 3825 

b 7279 

c 597 

11681 

a 11202 
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も賃金支払い(現金と現物給与合計)であり，大経営 IとEではそれに次い

で飼料・肥料・家畜の購入額が多し、。大経営皿と Wも中小経営に比すれば飼

料と肥料の購入額は多く，さらに厩肥も一般に中小経営より豊富で、あるから

大経営の施肥状態・家畜飼養状態は中小経営におけるよりも良好である。中

経営はほぼ輪作に転換しているが，畜産への依存度は 6割台から 4割台であ

って大経営と同程度である。経営費は 6割以上が賃金支払いで，あとは租税

と農具・家屋の維持費及び減価償却費が大部分を占めている。これが小経営

になると，経営費は租税類と家畜・農具の維持費及び減価償却費のみで，そ

の他の支出は僅少で、あり，現金支出が 100マルク前後に抑えられている。オ

ストプロイセン州の農民経営はハノーヴァー州の農民経営に比べて経営費現

金支出は極端に切り詰められている。すなわち，中経営v-VIlIの経営費支出

5 ，400~760はマルクにすぎず， (第26表〉の経営 Hの経営費支出約 1万マルク

(家畜購入費を除いて〉の半分以下であり，小経営にいたっては(第26表〉の

経営 Iの六分のーにすぎず; (第25表〉のポーゼン州、|の中農 1II mよりも低額

である。また，小経営医と刃iの現金残高は 1，000マルク前後であり，負債利

子支払いがあるとすれば生活水準は農業労働者以下の位置にある。

17) クラウキの論文には，大経営(経営面積100ヘクターノレ以上)，中経営(1O~100へ

クタール，小経営 (10ヘクタール以下〉が各4O1Jづつあげられているが，表が膨

大になるために木表には大経営のみを掲げた。便宜上，クラウキがあげている順

序に従って，大経営 1~IV ，中経営 V~VI][' 小経営lX ~XII として論及する。ベー

ジ数の明示は省略する。

18) 大経営 Iは穀物と家畜の大部分をケーニヒスベノレク市の商人に販売し，そのうち

家畜は商人によってベノレリンに送られる。その他の大経営の売却先は書かれてい

ないが，同様の事と忠われる。

〔シュレージェン州の経営実例〕

3つの中経営については，家畜・飼料・肥料の購入費がオストプロイセン

の中経営よりはるかに多く，現金収入面では畜産よりも穀物・ジャガイモ・甜

菜等の耕作物販売収入の方が多し、。小経営も同様であって，根菜収入が比較

的多いために畜産収入への依存度が低い点も含めてハノーヴァー州の農民経
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営に似かよった経営収支で、ある。大経営はオストプロイセン州、|の大経営以上

に穀物及び甜菜あるいは火酒醸造への依存度が高し、。家畜頭数及び家畜物販

売収入も多いが，家笛の購入額も多額であるので，畜産の実質収入はさほど

大きいものではなし、。家畜の他に，飼料・肥料の購入額，その他の支出も多

額であり，オストプロイセン州の大経営よりも商品経済化が進んでいる。

19) シュレージェン州の 9つの経営の収支一覧表はレーニン全集第40巻， 204-207ベ

ージにある。原本は， Stumpe， 1Jberdi巴 Konkurrenzfぬigkeitdes kleinen und 

mittleren Grundbeoitzes gegeniiber dem Grossgrundbesitze，“Landwirtschaftl iche 

Jahrbiicher" XXV， 1896 

〔小括〕

本章で検討してきた諸特徴を総括すれば，

付 統計による大量観察では，パン穀物の絶対的不足は零細農・半プロ層の

みである。また家計内容の判別する 6倒でもパン穀物の不足による購入は見

当らなし、。中小農でパン穀物を購入するのは例外にすぎない。

。中小農層では飼料は絶対的に不足しているが，飼料を購入することはせ

ず，故に各家畜は飼料不足のため大経営の家畜に比して倭少である。逆に，

家畜頭数が多い集約的な大経営において，穀物販売のかたわら大量の飼料を

購入する例が多い。

同 中農下層及び小農 (10ヘクターノレ以下〉は東部・西部にかかわらず，ま

た集約的経営であるか否かにかかわらず，家計費は農業労働者の家族とほぼ

同一水準であって800'""'<Jレクから1，000マノレク位である。

帥 畜産依存度は小経営で 9~8 割(ミュレージェ γ州の 3 つの小経営のよ

うに 5割以下の場合もある)， 中経営で 5~6 割， 大経営は集約的経営で 5

~6 割，粗放的経営で 3~4 割である。

伺 穀物の商品化率は大経営では高いが，中小経営では大部分が家計及び飼

料用に経営内で充用される。畜産物は小経営でも 3分の 2位は商品化され

る。

付 甜菜作付面積の多い集約経営では，現金収入に占める甜棄の比重は大き
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い。反面賃金支払い額も多額になる。

(坊 や小燥に関しては，東部の純操業州より，西怒やシュレージ z ン州のよ

うな鉱工業地帯の幾民経常の方が商品経済に深く包摂されている。しかしこ

れは直ちに経替状態の改善を意味するものではない。

終章総括と

2章で検討したことから， 次の問題が出でくる。すなわち， i農業大不

況j期に措屑腕及びー経営当りで家畜頭数が顕著に増加したのは東部のユン

カ…経営のみであり，中小農経繋での家苦言増加は「大不況Jから脱却した1895

年以降である(第 2察第z節の小括2と3)が，この根違は伺に由来し， i 

たいかなる影響をもたらしたか，ということである。この問題と繍連して，

以前から常に論じられてきた重要な問題で、あるがz 第二に「農業大不況」草月

以降の中農及び小畿の増加の原悶は持か，ということである。

1ど ては，中幾経営の増加が生産力の発展に基づいた中

食の存続や小農のよ弁的発展によるものでないことだけ立確かであろう。中

小殺の経営様式の改良や機磁化あるい拭施賠状態の改善などは大経営に誌し

て遅れていたのであり，また中小幾のー経営さ当り家畜鎖数も1895年iでは伸

び悩んでいたことからして瞬らかである。中小農増加の主たる

おける逃剰人口の増加に求められるべきだと思うが，み;稿ではふれることが

ない。

第一の湾題はどうか。 1860年代から主にユンカー経営において集約的輪作

経営への転換がなされたが，エネンカー経営では収誌が悪fじしたf幾業大不況J

も地主金融組合ーからの土地抵当信郊によって資金を鍔達しつつ輪作と

産の結合による集約化をど従進した。抵当賃務の累積によりながらユンカー経

「農業大不況J期にも潜獲を強化しえたが，その皮酪で、債務の科払い

のためと資金の生重量過程への覇支定化によって資本移動できぬままより

集約化会選めなければならなくなり季 1895年以降も集約化と家議頭数の増加
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は{思進されたが，ドj特に拡当官費務額もさらに増加した。

これに対して，中小農の多くはもともと「過少消費と過重労働」によって

経営を維持していたのであり，また土地抵当信用会得ることも関難であった

ために19世紀末まで改良ヨ醸式農法にとど支っている綴営が多く，かつ従来

から壌性的館料不足の殺態であったから， I幾業大不況J期に雲夜道を増やす余

裕はありえなかったの従ってユンカ{経常は f農業大不法J携に苦言E震を強化

することによって，穀物に比して相対的に有利になった密室物倒格の利益を

得ることが出来たし， r大不況J以後穀物価格が間援してからも輸押と

結合による集約化をさらに滋し進めなければならなかった。ユンカ…級営に

とっては畜産物価格の動向は重姿な意味を有していた。これに対して，中小

、から斎産物の相対的高額務を有演とするはず

であるが， r農業大不認j期においてはその利点を活用することは出来なかっ

たのである。

このような状棋の19世紀末から20世紀初頭にかけて，ユンカー経営と中小

中心とする農民経嘗は穀物・議産物・その他農産物の関税に対してどの

ような利容関係にあったであろうか。通説ではユンカーは穀物関税を有料と

し逆にや小差是はバン穀物や飼料穀物を購入するゆえに不利誌を蒙り，

物関税を有科とするとされていた。たしかに，穀物関税はユンカーに，畜産

議関税は農民により有利に作用するであろうが，しかしこのヌつの関税をめ

く。ってユンカ{と農民の利害は真向から対立するものであろうか。一郊の地

域を騒いて中小農は飼料その他さと購入せず，副総自廷の状態であった{務3

主義の小揺1と2)01例外地域はハγブルクやハノ…ヴァ…州周辺であって，

1894年の同一性証明の寵11:以後，東部からの'穀物輸出が増加する一方でハン

ブノレグ賂辺への殺物輸入が増加し特に大変は販の観料として大量に輸入さ

れた(大麦輸入量は1890…1894年80万トン， 1905-1909年208万トン， 1910-

1913年304]]トンである〉。この輸入鯛料穀物は，琢のハノーヴアーチliとシ品

レースヴィ~ -$ 1レシュタイン州で著しかったがラインラントチl'Iや西南部地

二与で、はさほ えなかったことから，主主に北密部地方の農民経営に購入d
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れたものと思われる。従って北西部地方の農民経営は穀物の低関税を歓迎し

たと考えられるが，他の地域では農民経営といえどもいくらかの穀物を販売

するのが通例であったから，穀物高関税を積極的に歓迎するまでにはし、たら

ないとしても大きな損失を蒙むることもなかったといえる。それゆえ，畜産

物関税についてはユンカー経営も中小農経営も共通の利害関係を有し，穀物

関税についてはユンカー経営は積極的に利益を得るが，農民経営もまた利益

を有するのが多かったといえるのである。

かくて1890年代において，農業綱領制定をめぐるドイツ社会民主党内の正

統派と修正派の内部闘争が生じた同じ時期に，他方では上述のようなユンカ

ーと農民の共通の利害関係があったからこそ，社会民主党に対立してユンカ

ーの指導下にある農業者同盟が西南部地方の農民を大量に自己の陣営に引き

寄せることが出来たのである。だが，農民政策をめぐる運動の考察は別稿に

ゆずりたし、。

1) 抵当債務額は， 1873年5億306万マノレク， 1895年11億7，551万マノレク， 1912年15億

5，941万マノレクである(プロイセン東部6州において〉。

2) 1895年以後農民経営でも家畜が増加した理由は， 1つには「大不況」からの脱却

による経営状態の改善と単位、面積当り作物収量の増加が考えられるが，より積極

的な理由は筆者にはまだ明らかでない。なお， 1895年以降北西部大農地帯とライ

ンライトの農民経営での牛の増加は著しく(第2章第2節の小括4)，従って酪農

の発展も著しかった思とわれるが，酪農についての特別の考察は別の機会に譲り

Tこし、。

(完)




